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15:00 開場・Zoom接続確認

※ 議決方法について事前にご確認ください 3

15:15 開式の言葉　　　副会長 大湾 悟（八重瀬町立具志頭中学校 校長）

15:20 第２回評議員会

議題① 第56回九特連研究大会〈沖縄大会〉

議題② 会計進捗報告


　《 質疑応答・決議 》


議題③ 次年度以降の研究会運営


　《 質疑応答・決議 》


連絡事項・そのほか


4-11

12-13


14-15


16

16:10 研修会③

「GIGAスクール構想における課題と今後の展望」

　　県立総合教育センター特別支援教育班

　　　　　　　　　　　　　指導主事　知念 元喜


　《 質疑応答 》


16:40 閉式の言葉　　　副会長 岡越 猛（名護特別支援学校 校長）

16:45 閉場・アンケート回答 17

アジェンダ

司会：事務局長 山口 飛（大平特別支援学校教諭）

〈ページ〉

※敬称略

〈時間の目安〉
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議決方法

1. 事務局より議題について提案 

2. 質問がある場合は「チャット」または「反応（挙手）」で質問する 

※ 詳細は別紙「Zoomかんたんマニュアル」を参照 

3. 議題について「投票」で賛成／反対を選ぶ 

• 投票前に十分に考える時間を確保できない場合があります。提案・質疑応答の
時間であらかじめお考えをまとめておいてください 

• 投票時間は1分を目安とし、投票率が参加者の8割を越えた時点で終了します 
• 賛成が投票数の過半数を越えた場合は「可決」とします 
• 匿名での投票は行えません 

4. ホストより投票の結果が共有されます、確認後はウィンドウを閉じてください 

5. 投票の結果は集約し、後日「記録」としてホームページで公開いたします

Zoomでの議決方法
　オンラインでの議決方法については、Zoomの「投票」の機能を活用します。①事務局から
の提案→②質疑応答→③議決という流れは従来通りです。

沖縄県

特別支援教育

研究会



令和４年度

第56回 九州地区特別支援教育研究連盟 研究大会〈沖縄大会〉


（同時開催）第50回 沖縄県特別支援教育研究会 研究大会

〜二次案内〜

● 大会主題


● 開催趣旨


　近年の高度情報化やグローバル化といった急速な社会的変化、また新型コロナウイルスの流行に伴う
社会構造の転換など、私たちはまさに予測困難な新時代に直面しています。そのような社会において
も、子供たちが自らの生きる力を高め発揮し、主体的に社会へ参加できるよう、特別支援教育において
はこれまで以上に質の高い教育の展開が求められています。

　また今次の学習指導要領の改訂では、幼・小・中・高等学校の教育課程との連続性が重視され、知的
障害教育においても育成すべき資質・能力の三つの柱に基づいて目標・内容が構造化され、各教科で段
階ごとに目標が示されるなど内容の充実が図られました。今後は「多様な学びの場」実現のため、各学
校において各教科等の指導を一層充実させるとともに、自立と社会参加に向けた一貫性・系統性のある
学びを保障しなければなりません。

　そこで今年度、本研究会では上記を大会主題に掲げ、参加者の皆さまと共にこの教育課題について考
えます。


● 期　　日


● 会　　場


● 主　　催


● 後　　援


● 参加対象


● 参加費用


● 定　　員


● 日　　程


《１日目》


《２日目》

新しい時代に生きる力を育む特別支援教育の展開

〜一貫性・系統性のある学びの保障をめざして〜

令和４年11月10日(木)・11日(金)


オンライン（Zoomウェビナーおよびミーティング）


九州地区特別支援教育研究連盟　沖縄県特別支援教育研究会

全日本特別支援教育研究連盟


沖縄県教育委員会　浦添市教育委員会

福岡県教育委員会　佐賀県教育委員会　長崎県教育委員会　熊本県教育委員会

大分県教育委員会　宮崎県教育委員会　鹿児島県教育委員会


沖縄県特別支援学校校長会　沖縄県特別支援学級・通級指導教室設置校校長会

沖縄県特別支援学校PTA協議会

沖縄県情緒障害教育研究会　那覇・浦添地区中学校特別支援教育研究会


幼稚園・小学校・中学校・高等学校・特別支援学校等の教職員、保育園の職員、
障害のある子を持つ保護者やご家族、そのほか特別支援教育に従事または関心の
ある皆さま


無料


開会行事・記念講演・シンポジウム　各500名

分科会　各100名

開
場

開会行事 休
憩

記念講演 休
憩

交流会

Zoomウェビナー Zoomウェビナー oVice

13:00 13:30 14:15 14:30 16:30 17:00 18:00

開
場

シンポジウム①

昼食 開
場

分科会①②③④

休
憩

分科会①②
交流会

シンポジウム② 提案① 提案② 開催県提案 提案① 提案② 開催県提案

Zoomウェビナー Zoomミーティング Zoomミーティング oVice

ア
ン
ケ
ー
ト

10:00 10:30 12:00 13:00 13:15 14:45 15:00 16:30 17:00 18:00

議題①-1　二次案内・ポスター
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● シンポジウム


　昨今の知的障害教育において特に関心が高い「教育課程」と「ICT活用」をテーマとして、九州各県の取り組
みをご紹介いただき、専門家のアドバイスを受けながら協議をするプログラムです。（以下、敬称略）

• シンポジウム①と②は、それぞれ同じ時間帯に実施されます。参加申し込みの際、関心のあるテーマのも
のを選択してご登録ください


• 各シンポジウムの定員は「500名」で、定員に達し次第申し込みを締め切ります

• 当日参加いただけないシンポジウムについても、後日大会参加者へ限定公開するオンデマンド配信にて、

内容をご視聴いただけます

《シンポジウム① 知的障害教育における教育課程》


共生社会の実現に向けたすべての子どもたちの可能性を引き出す

学びの実現をめざした教育課程の在り方を考える

沖縄県立大平特別支援学校　校長　大城政之

鹿児島大学教育学部附属特別支援学校　教頭　上仮屋祐介

沖縄県立大平特別支援学校　主幹教諭　平良錦一郎

熊本県立熊本支援学校　教諭　古川伊久磨

長崎市立伊良林小学校　教諭　土橋美咲

長崎県教育庁特別支援教育課　課長　分藤賢之

司会

話題提供者


指定討論者

　これまで知的障害特別支援学校や知的障害特別支援学級において、豊かな人生を切り拓く力の育成
に重点をおき、実践研究を重ね、個別最適化と地域との連携を重視した教育の充実に努めてきた。

　令和３年１月には、中教審答申『「令和の日本型学校教育」の構築を目指して ～全ての子供たち
の可能性を引き出す，個別最適な学びと，協働的な学びの実現～』が出され、我が国が目指す共生社
会の実現に向けて、障害の有無に関わらず地域で豊かに生きていく力を育成するために、思考力・判
断力・表現力の学力の三要素を大切にし、個の視点からの連続性や、そのための組織の在り方や人材
育成を推進し、開かれた教育課程を具体化していく実践が求められている。

　そこで、本シンポジウムは、共生社会の実現に向けたすべての子どもたちの可能性を引き出すため
の教育課程の在り方について、九州各県における具体的な取り組み事例を共有しながら、学びの実現
をめざすための機会としたい。 

沖縄県立総合教育センター　指導主事　知念元喜

大分県教育庁特別支援教育課　指導主事　桑野稔

北九州市教育委員会特別支援教育課　指導主事　宮里祐輔

宮崎県立日向ひまわり支援学校　指導教諭　飯干知子

佐賀立小中一貫校松梅校　教諭　木田啓ニ

帝京大学教育学部初等教育学科　教授　金森克浩

司会

話題提供者


指定討論者

《シンポジウム② 知的障害教育におけるICT活用》


GIGAスクール時代の特別支援教育におけるICT活用

〜学校と行政、両方の立場から考える～

　2019年からのGIGAスクール構想によって、小・中学校や特別支援学校におけるICT環境の整備が
急速に進められた。１人１台環境は令和の学校のスタンダードとなり、また計らずもコロナ禍を通し
てその必要性が高まったことで、さらに活用が広がっている。

　こうした環境は特別支援教育においても「特別な支援が必要な子供たちの可能性も大きく広げるも
の」とされ、その活用と運用が期待されている。

　本シンポジウムは、九州各県のおけるGIGAスクール環境での模範的な取り組みや、ICT機器の導
入・活用を通して明らかとなった課題を共有することで、今後の九州地区の特別支援教育における
ICT活用のさらなる普及と、課題解決に向けた取り組みが進むことを期するものである。 
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● 分 科 会


　本研究大会では、5つの分科会と開催県が独自に設定する2つの分科会において、それぞれ特別支援学校と特別
支援学級、また開催県より１件ずつの提案をいただきます。また提案後は、分科会ごとのテーマに沿った協議が
行われ、専門家による指導助言を受けます。

分科会 テーマ 登壇者および係　※敬称略

第１分科会


日常生活の指導

学習・生活上の困難さに

応じた個別指導の工夫

《提案》

熊本県立松橋西支援学校　教諭　前嶋礼王

福岡県宗像市立東郷小学校　教諭　島本由佳

豊見城市立とよみ小学校　教諭　伊敷清香


《司会》

沖縄県立西崎特別支援学校　主幹教諭　新垣安志

熊本県立天草支援学校　教諭　東天童

《記録》

豊見城市立とよみ小学校　教諭　高良恵理子

糸満市立糸満中学校　教諭　国吉祐子

《運営》

沖縄県立西崎特別支援学校　教諭　上地清美・竹中敬喜


《指導助言》

熊本県教育庁特別支援教育課　指導主事　木下敏英

沖縄県立宮古特別支援学校　校長　下地靖子

第２分科会


生活単元学習

児童生徒の自然な生活

としてのまとまりのある


学習の展開

《提案》

大牟田市立大牟田特別支援学校　教諭　彌永亮輔

唐津市立竹木場小学校　教諭　北口定吉

浦添市立神森小学校　教諭　池原さつき


《司会》

沖縄県立名護特別支援学校　教諭　饒波寛

大牟田市立大牟田特別支援学校　主幹教諭　坂口洋章

《記録》

宜野座村立宜野座中学校　教諭　大城華子

名護市立屋部小学校　教諭　比嘉恭子

《運営》

沖縄県立名護特別支援学校　教諭　諸見里知恵


《指導助言》

大牟田市教育委員会学校教育課　指導主事　寺本健彦

沖縄県立島尻特別支援学校　校長　中山充雄

第３分科会


教科別の指導

主体的・対話的で深い

学びの視点を踏まえた


教科別指導の工夫

《提案》

佐賀大学教育学部附属特別支援学校　教諭　永石浩・後藤滋夫

諫早市立森山東小学校　教諭　松藤由美

宮古島市立平良中学校　教諭　楚南沙織


《司会》

沖縄県立沖縄高等特別支援学校　教頭　前川孝治

佐賀県立大和特別支援学校　教諭　松本展明

《記録》

那覇市立寄宮中学校　教諭　前田久枝

宮古島市立久松小学校　教諭　新城裕子

《運営》

沖縄県立沖縄高等特別支援学校　教諭　古川誠


《指導助言》

佐賀県教育庁特別支援教育室　指導主事　岡本欣吾

沖縄県立美咲特別支援学校　校長　粟國静夫

第４分科会


作業学習・進路学習

卒業後の自立と社会参加

に向けた学習の在り方

《提案》

長崎県立虹の原特別支援学校　教諭　平山拓也

豊後大野市立清川中学校　教諭　佐藤久枝

沖縄県立大平特別支援学校　教諭　新垣賢悟


《司会》

沖縄県立美咲特別支援学校　教諭　川平長作

長崎県立虹の原特別支援学校　主幹教諭　堀江勇治

《記録》

読谷村立喜名小学校　教諭　三崎美鈴

読谷村立読谷中学校　教諭　村上勝人

《運営》

沖縄県立美咲特別支援学校　教諭　當山綾子


《指導助言》

長崎県教育庁特別支援教育課　係長　中尾敏光

沖縄県立沖縄高等特別支援学校　校長　城間政次
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分科会 テーマ 登壇者および係　※敬称略

第５分科会


自立活動

主体的に困難の

改善・克服に取り組む


自立活動

《提案》

大分県立日田支援学校　教諭　三重野綾

日向市立平岩小中学校　教諭　加塩祐子

沖縄県立はなさき支援学校　教諭　立津佑美


《司会》

沖縄県立はなさき支援学校　教諭　船越裕輝

大分県立竹田支援学校　教諭　小野美由紀

《記録》

浦添市立内間小学校　教諭　山城徳子

那覇市立城東小学校　教諭　大城貢

《運営》

沖縄県立はなさき支援学校　教諭　前泊大志


《指導助言》

大分県教育庁特別支援教育課 　指導主事　伊達洋介

琉球大学大学院教育学研究科　准教授　城間園子

第６分科会


交流及び共同学習

心のバリアフリーのための

交流及び共同学習

《提案》

宮崎県立みやざき中央支援学校　教諭　山口弘高

鹿児島市立田上小学校　教諭　徳留敦

沖縄県立島尻特別支援学校　教諭　赤嶺祐樹


《司会》

沖縄県立島尻特別支援学校　教諭　篠原辰典

宮崎県立みやざき中央支援学校　教諭　山本由紀

《記録》

浦添市立内間小学校　教諭　真玉橋待子

那覇市立安謝小学校　教諭　大嶺喬

《運営》

沖縄県立島尻特別支援学校　教諭　知花朝彦


《指導助言》

宮崎県教育庁特別支援教育課　指導主事　戸敷こずえ

沖縄県立はなさき支援学校　校長　濱元伸

第７分科会


自閉症・発達障害

への支援

一人一人の障害特性に

応じた指導・支援


の在り方

《提案》

鹿児島県立鹿屋養護学校　教諭　大坪佑徳

水俣市立水東小学校　教諭　元山典一

沖縄県立宮古特別支援学校　教諭　池田健児


《司会》

沖縄県立八重山特別支援学校　教諭　町田静香

鹿児島県立鹿屋養護学校　教頭　川添智博

《記録》

石垣市立平真小学校　教諭　摩文仁亜希

石垣市立名蔵中学校　教諭　吉田小結紀

《運営》

沖縄県立大平特別支援学校　教諭　名嘉信祐


《指導助言》

鹿児島県教育庁特別支援教育室　指導主事　福山利克

沖縄県立西崎特別支援学校　校長　與儀達子

• 第１〜第４分科会および第５〜７分科会は、それぞれ同じ時間帯に実施されます。参加申し込みの際、関
心のあるテーマのものを選択してご登録ください


• 各分科会の定員は「100名」で、定員に達し次第申し込みを締め切ります

• 当日参加いただけない分科会についても、後日大会参加者へ限定公開するオンデマンド配信にて、内容を

ご視聴いただけます

参加者へのお願い


• 研究大会の内容（オンデマンド含む）について、いかなる方法でも録画・録音はしないで下さい

• 申し込み後に提供されるZoom IDやパスコード、URLなどの情報を第三者と共有しないで下さい

• 事務局としてZoomへの接続等の技術的なサポートは一切行いません


上記の3点についてお申し込み時に同意の上、ご参加をお願い致します


またこの他にも、参加する際にご注意いただきたい点について

適宜追加する場合があります、その際はご理解とご協力をお願い致します
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TEL：098-877-4941／FAX：098-876-4148

MAIL：okitokuken@as.open.ed.jp

沖特研HP：http://www.okitokuken-as.open.ed.jp

研究大会HP：https://sites.google.com/ohira-sh.open.ed.jp/kyutokuren

沖縄県

特別支援教育

研究会

沖
特 研

令和４年度 事務局


山口飛・桑江広太

德森愛・玉城百合香

廣渡善治・石川敦

問い合わせ

所属学会

日本特殊教育学会員

日本肢体不自由教育研究会員

関東自立活動研究会アドバイザー

つくば自立活動研究会員


主な研究内容

重複障害教育における教育課程、自立活動の指導、特別支援学校（肢体不自由）におけ
るカリキュラム・マネジメント ほか


最近の著書

• 文部科学省『特別支援学校学習指導要領』, 2017年４月

• 分藤賢之・川間健之介・北川貴章『思考力・判断力・表現力を育む授業（肢体不自由

教育実践 授業力向上シリーズ No.5）』, ジアース教育新社, 2017年11月

• 文部科学省『特別支援学校学習指導要領解説（総則編・各教科等編・自立活動編）』, 

2018年3月

• 文部科学省「障害のある子供の教育支援の手引」, 2021年6月

• 文部科学省初等中等教育局特別支援教育課「季刊特別支援教育［特集］教育支援資料

の改訂」, No.82, 東洋館出版, 2021年6月

● 記念講演


　(１) 演題　　一人一人の子どもの自立と社会参加を見据えた教育課程の在り方

 〜学びの一貫性・系統性を実現するためのポイント〜 


　(２) 講師　　分藤 賢之 氏

　　　　　　　 長崎県教育委員会 特別支援教育課 課長（前 文部科学省初等中等教育局 視学官）

● 申し込み


• 以下のURLまたは右掲のQRコードよりお申し込みください

• 大会ホームページ（https://bit.ly/3ATiNFS）にもお申し込みフォームへのご案内があります

• 学校・グループでの申し込みはできません。必ず個人でお申し込みください

● そのほか


• 大会要項・提案原稿等については、9月下旬ごろに大会ホームページにて公開予定です。各自でダウ
ンロードをお願い致します


• 上記の原稿をご参照の上、各登壇者への事前のご質問を10月末日まで受け付けいたします。そのほ
か、当日の進行具合によっては参加者からのご質問をお受けする場合があります


• 大会終了後、本研究大会の申し込み者に向けてオンデマンド配信を予定しています

• 大会集録は希望者への送付となります。詳細は来年1月ごろに大会ホームページへ掲載いたします。

• ご不明な点は、下記の事務局までお問い合わせください

https://bit.ly/3CF3oub
3 シー エフ 3 オー ユー ビー
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九州地区特別支援教育研究連盟

九 特 連沖縄県

特別支援教育

研究会

沖
特 研

同時開催 
第50回 沖縄県特別支援教育研究会 研究大会

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
（
後
日
オ
ン
デ
マ
ン
ド
配
信
）

令和4年 11月 10日(木)・11日(金)
日 時

大
会
主
題

新
し
い
時
代
に
生
き
る
力
を
育
む
特
別
支
援
教
育
の
展
開 

〜
一
貫
性
・
系
統
性
の
あ
る
学
び
の
保
障
を
め
ざ
し
て
〜

令和４年度 九州地区特別支援教育研究連盟 
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講 師 分藤 賢之 氏

長崎県教育庁 特別支援教育課 課長

前 文部科学省初等中等教育局 視学官

主なご経歴

平成3年


平成6年

平成9年


平成15年

平成16年

平成19年

平成20年

平成24年

平成25年

平成30年

令和元年

令和2年

令和4年

琉球大学教育学部養護学校教員養成課程卒業

長崎県立鶴南特別支援学校 教諭

長崎大学教育学部附属特別支援学校 教諭

長崎県立長崎特別支援学校 教諭

長崎県教育センター 研修員

長崎県発達障害者支援センター 主事

長崎県教育センター 指導主事

長崎県教育庁特別支援教育室 指導主事

長崎県教育庁高校教育課県立学校人事班 管理主事

文部科学省等中等教育局特別支援教育課 特別支援教育調査官

長崎県立長崎特別支援学校 校長

長崎県教育庁特別支援教育課 課長

文部科学省初等中等教育局 視学官

現職

一人一人の子どもの 
自立と社会参加を見据えた 
教育課程の在り方

記念講演

学びの一貫性・系統性を実現するためのポイント

沖縄県特別支援教育研究会

九州地区特別支援教育研究連盟

全日本特別支援教育研究連盟


沖縄県教育委員会　浦添市教育委員会

福岡県教育委員会　佐賀県教育委員会　長崎県教育委員会

熊本県教育委員会　大分県教育委員会　宮崎県教育委員会

鹿児島県教育委員会


沖縄県特別支援学校校長会

沖縄県特別支援学級・通級指導教室設置校校長会

沖縄県特別支援学校PTA協議会

沖縄県情緒障害教育研究会

那覇・浦添地区中学校特別支援教育研究会

主催


後援

令和4年11月10日(木)

14:30〜16:30　（開場14:15）


@Zoomウェビナー

九州地区特別支援教育研究連盟

九 特 連沖縄県

特別支援教育

研究会

沖
特 研
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11

議題①-2　九特連の総会決議について

沖 特 研  第 13 号 
令和 4 年 6 月 10 日 

九州地区特別支援教育研究連盟 加盟 
各県特別支援教育研究団体 

役員・会員 各位 
沖縄県特別支援教育研究会 
会  長     大 城  政 之 
令和 4 年度 九州地区特別支援教育研究連盟 会長 
沖縄県立大平特別支援学校 校長 

 
 
 

令和 4 年度 九州地区特別支援教育研究連盟 総会について（依頼） 
 
 
 

時下、貴殿におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 
さて、みだしのことについて下記の通り実施いたしますので、ご多用の折とは存じますが、ご参加下さいます

よう、ご案内申し上げます。 
なお、今年度は新型コロナウイルス感染症予防のため、本会は誌面公開による意見集約およびオンライン

投票にて決議いたします。ご理解とご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い致します。 
 

記 
 

１． 参加者： 令和 4 年度 九州地区特別支援教育研究連盟 役員および会員 
※ 本連盟には以下の加盟団体の役員・会員が含まれます 

 
福岡県特別支援教育研究連盟 
佐賀県特別支援教育研究会 
長崎県特別支援教育研究会 
熊本県特別支援教育研究会 

大分県特別支援教育知的障がい研究会 
宮崎県特別支援教育研究連合知的障がい教育研究部会 
鹿児島県特別支援教育研究会 
沖縄県特別支援教育研究会 

 
２． 方 法： 今年度の総会は以下の手続きにて決議いたします 

① 依頼文・総会資料の配布およびホームページ掲載（6 月 10 日） 
② Forms アンケートにて意見を募集（7 月 8 日まで） 
③ 意見集約および回答をホームページに掲載（7 月中旬ごろ） 
④ 九特連〈沖縄大会〉の申し込み時に「賛成／反対」を投票（8 月初旬ごろ二次案内にて通知） 
⑤ 大会開会行事にて結果を報告（11 月 10 日） 

 
３． 内 容：  

議    題 
 
 
 
 
 

情報周知 

① 役員の承認 
② 昨年度の事業・会計報告 
③ 規約の確認 
④ 九特連ロゴについて 
⑤ 今年度の事業計画・予算案 
⑥ 今年度の研究大会〈沖縄大会〉 
分科会テーマの再編について 
※ 再編案については総会誌面を通して意見を募集し、後日
これを踏まえて各県代表者により決議を致します 

 
４． その他 

• 総会資料についてご意見を、下記 URLまたは右掲の QRコードよりご回答ください 
https://forms.office.com/r/eFwLTtgfwg 

 
• 総会の資料は下記の研究会ホームページでも公開しております 
• そのほかご不明な点がございましたら、事務局までお問い合わせ下さい 

《問い合わせ》 

電話： 098-877-4941  FAX： 098-876-4148 

メール： okitokuken@as.open.ed.jp 

研究会 HP： https://bit.ly/3NQ56eE 

九特連大会 HP： https://bit.ly/3t9YArk 

令和 3・4 年度 事務局 

山口 飛・桑江 広太 

德森 愛・玉城 百合香 

廣渡 善治・石川 敦 

庶務 柴引瑞乃 

沖 特 研  第 23 号 

令和 4 年 7 月 14 日 

九州地区特別支援教育研究連盟 加盟 

各県特別支援教育研究団体 

役員・会員 各位 

沖縄県特別支援教育研究会 

会  長     大 城  政 之 
令和 4 年度 九州地区特別支援教育研究連盟 会長 

沖縄県立大平特別支援学校 校長 
 

 

 

令和 4 年度 九州地区特別支援教育研究連盟 総会のアンケート結果について（お知らせ） 

 

 

 

時下、貴殿におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 

さて、令和 4 年 6 月 10 日付け沖特研第 13 号にてご依頼しておりました見出しの内容について、下記の

通りご回答ならびにご意見をいただきましたので、お知らせ致します。 

なお、集約したアンケート結果と事務局として必要な回答を添えたものを、別紙の通りまとめております。併

せてご覧いただきますよう、お願い致します。 

今年度の総会につきましては、来月中旬頃から開始予定の研究大会〈沖縄大会〉申し込み時に参加者の

皆様より投票を賜り、大会当日の開会行事にて決議いたします。 

 

記 

 

１． 対 象： 令和 4 年度 九州地区特別支援教育研究連盟 役員および会員 

※ 本連盟には以下の加盟団体の役員・会員が含まれます 

 

福岡県特別支援教育研究連盟 

佐賀県特別支援教育研究会 

長崎県特別支援教育研究会 

熊本県特別支援教育研究会 

大分県特別支援教育知的障がい研究会 

宮崎県特別支援教育研究連合知的障がい教育研究部会 

鹿児島県特別支援教育研究会 

沖縄県特別支援教育研究会 

 

２． 方 法： Misrosoft Forms （回答は匿名にて処理） 

 

３． 期 間： 令和 4 年 6 月 10 日(金)から 7 月 8 日(金)まで 

 

４． 回 答： 140 件 

 

５． 結 果： 別紙（2 頁）参照 

 

《問い合わせ》 

電話： 098-877-4941  FAX： 098-876-4148 

メール： okitokuken@as.open.ed.jp 

研究会 HP： https://bit.ly/3NQ56eE 

九特連大会 HP： https://bit.ly/3t9YArk 

令和 3・4 年度 事務局 

山口 飛・桑江 広太 

德森 愛・玉城 百合香 

廣渡 善治・石川 敦 

庶務 柴引瑞乃 

• 新型コロナ感染症が終息に向かわない中、九特連研究大会の企画推進において創意工夫
されていることに敬意を表します。オンライン型と集合型の良いところを確認し、今後
の在り方の参考となるよう願っております

議題⑥「今年度の研究大会〈沖縄大会〉」について

そのほか
1

質問・意見：特になし
139

• 時代にあって良い 
• 現状の教育課程編成や子どもたちを取り巻く環境を考えると提案の通り、改定していく

ことが必要だと思います 
• 全特連分科会と連動していた方が良いと思います 
• 全特連全国大会の分科会との関連があったほうがいいのではないかと思う。特に、全国

大会では「交流および共同学習」「合理的配慮」にかかわる分科会が設けられている 

• 九特連では分科会の提案数が３本ある。各分科会ごとに、「小学部・小学校」「中学部・
中学校」「高等部・高等学校」から１本ずつ提案するようにすると、多くのテーマの分
科会が設けられるのではないかと思う 

• 知的障害特別支援学校中学部・高等部による各教科等の指導の発表については、第1分科
会でしょうか。第2分科会でしょうか？ 

• 分科会の提案について、開催県は全ての分科会で提案するようになっているが、運営も
しながらだとかなり厳しい。また、併置校であると他の団体の発表、県での発表が重な
り、毎年2〜3個の発表をこなしている。開催県は運営に専念できるいないか。また、第
６、７分科会が開催県が決めることになっているが、決めるのに時間がかかる上に、決
まってからの準備期間も短く当たった県は大変ではないか。第５分科会までの設定で良
いと考える

情報提供「分科会テーマの再編について」について

そのほか
6

質問・意見：特になし
134

分科会の提案枠については、各県研究団体によって対応が異なりますが、おおむねどの県に
おいても学校や地区・市町村へ割り当てがされているものと理解しています。そのような場
合に、学校によっては高等部がない、市町村によっては高等学校がない、県によっては高等
部・高等学校の団体加盟がない、などの事情があり運営に支障がでることも考えられます。
ご指摘の内容については、事務局として引き継ぎ今後の運営に活かして参ります。

令和３年度の熊本大会でも参加者のアンケートをもとに、事務局にてオンライン型のメリッ
トとデメリットを丁寧にまとめていただきました。今年度の沖縄大会においても、各県事務
局並びに参加する皆様からご意見・ご感想をいただき、「今後の在り方」を考える上での資
料となるよう、まとめて参ります。

全特連の分科会については、開催県がすべて設定することとなっており、毎年テーマと分科
会の設定数が異なります。そのため、厳密に合わせることは難しいのですが、本再編案につ
いては過去の全国大会の資料から、共通して設定されているものをピックアップしてご提案
しております。ご指摘にある「交流及び共同学習」「合理的配慮」については、いずれも特
別支援教育における重要なテーマです。したがって、今後は各県の判断により第６・７分科
会として設定され、本連盟として実践と研究を深めていければと考えます。

特別支援学校中学部・高等部の実践については、いずれも第２分科会にてご提案いただきま
す。あくまで対象となる児童生徒の生活年齢をもとに、第１分科会で小学校段階の６年間、
第２分科会で中学・高等学校段階の６年間、とバランスよく割り振りをし、事例を通して研
究を深めていければと考えています。

研究大会の開催については各県において様々な事情があり、少なからず困難があるものと理
解しております。とりわけ分科会の提案・設定については連盟規約ではなく、あくまで「基
本的な考え方」や「内規」として確認している為、その都度開催県より事由を検討の上で提
案し、評議員会・総会において決議を図ってもよいのではと考えます。

沖 特 研  第 13 号 
令和 4 年 6 月 10 日 

九州地区特別支援教育研究連盟 加盟 
各県特別支援教育研究団体 

役員・会員 各位 
沖縄県特別支援教育研究会 
会  長     大 城  政 之 
令和 4 年度 九州地区特別支援教育研究連盟 会長 
沖縄県立大平特別支援学校 校長 

 
 
 

令和 4 年度 九州地区特別支援教育研究連盟 総会について（依頼） 
 
 
 

時下、貴殿におかれましては、ますますご清祥のこととお喜び申し上げます。 
さて、みだしのことについて下記の通り実施いたしますので、ご多用の折とは存じますが、ご参加下さいます

よう、ご案内申し上げます。 
なお、今年度は新型コロナウイルス感染症予防のため、本会は誌面公開による意見集約およびオンライン

投票にて決議いたします。ご理解とご協力を賜りますよう、何卒よろしくお願い致します。 
 

記 
 

１． 参加者： 令和 4 年度 九州地区特別支援教育研究連盟 役員および会員 
※ 本連盟には以下の加盟団体の役員・会員が含まれます 

 
福岡県特別支援教育研究連盟 
佐賀県特別支援教育研究会 
長崎県特別支援教育研究会 
熊本県特別支援教育研究会 

大分県特別支援教育知的障がい研究会 
宮崎県特別支援教育研究連合知的障がい教育研究部会 
鹿児島県特別支援教育研究会 
沖縄県特別支援教育研究会 

 
２． 方 法： 今年度の総会は以下の手続きにて決議いたします 

① 依頼文・総会資料の配布およびホームページ掲載（6 月 10 日） 
② Forms アンケートにて意見を募集（7 月 8 日まで） 
③ 意見集約および回答をホームページに掲載（7 月中旬ごろ） 
④ 九特連〈沖縄大会〉の申し込み時に「賛成／反対」を投票（8 月初旬ごろ二次案内にて通知） 
⑤ 大会開会行事にて結果を報告（11 月 10 日） 

 
３． 内 容：  

議    題 
 
 
 
 
 

情報周知 

① 役員の承認 
② 昨年度の事業・会計報告 
③ 規約の確認 
④ 九特連ロゴについて 
⑤ 今年度の事業計画・予算案 
⑥ 今年度の研究大会〈沖縄大会〉 
分科会テーマの再編について 
※ 再編案については総会誌面を通して意見を募集し、後日
これを踏まえて各県代表者により決議を致します 

 
４． その他 

• 総会資料についてご意見を、下記 URLまたは右掲の QRコードよりご回答ください 
https://forms.office.com/r/eFwLTtgfwg 

 
• 総会の資料は下記の研究会ホームページでも公開しております 
• そのほかご不明な点がございましたら、事務局までお問い合わせ下さい 

《問い合わせ》 

電話： 098-877-4941  FAX： 098-876-4148 

メール： okitokuken@as.open.ed.jp 

研究会 HP： https://bit.ly/3NQ56eE 

九特連大会 HP： https://bit.ly/3t9YArk 

令和 3・4 年度 事務局 

山口 飛・桑江 広太 

德森 愛・玉城 百合香 

廣渡 善治・石川 敦 

庶務 柴引瑞乃 

令和４年度 九州地区特別支援教育研究連盟 総会 アンケート結果

所属の校種

そのほか（義務教育学校等）
4

中学校
16

特別支援学校
38

小学校
82

研修会の評価

期間： 

方法： 

回答： 

対象：

令和４年6月10日(金)〜７月８日(金) 

Microsoft Formsで回答（匿名にて処理） 

140件 

令和4年度 九州地区特別支援教育研究連盟 役員および会員 
※ 本連盟には以下の加盟団体の役員・会員が含まれます 
福岡県特別支援教育研究連盟 
佐賀県特別支援教育研究会 
長崎県特別支援教育研究会 
熊本県特別支援教育研究会

大分県特別支援教育知的障がい研究会 
宮崎県特別支援教育研究連合知的障がい教育研究部会 
鹿児島県特別支援教育研究会 
沖縄県特別支援教育研究会

議題①「役員の承認」について

議題②「昨年度の事業・会計報告」について

• 特になし

議題③「規約の確認」について

質問・意見：特になし
140

議題⑤「今年度の事業計画・予算案」について

• いいロゴだと思います 
• 素敵だと思います 
• とてもステキだと思います 
• 最高！ 
• 鮮やかでナイス！だと思います！ 
• とても良い 
• ロゴを作成することには賛成ですが、意見として次の２点をお願いします。①事務局で

簡単に作ってしまうよりも、広く会員や学校等に投げかけ、公募の形で作成したほう
が、周知にもつながり、研究会の趣旨の再確認もできるのではないでしょうか。②特別
支援教育の視点でのロゴマークの意味づけもほしいです

議題④「九特連ロゴについて」について

そのほか
8

質問・意見：特になし
132

盟章（ロゴ）については本連盟の趣旨を踏まえ、事務局において熟考を重ねた上でご提案い
たしました。コロナ禍において再認識されたように、人と人との繋がりが何より大切な時代
です。障害の重度・重複化、多様化が進む中でも、悩みを抱える先生方へ必要な情報を届け、
また互いに共有することでよりよい指導・支援を進めていくことが重要だと考えます。ご指
摘いただいた①②については、事務局として引き継ぎ今後の運営に活かして参ります。

6月10日


7月8日


7月14日


8月31日


11月10日


資料および依頼文の送付


意見募集アンケート 開始


意見募集アンケート 終了


意見集約および回答の公開


二次案内の送付


研究大会申し込み 開始


（あわせてオンライン投票の実施）


研究大会の開会行事にて結果を報告


これを以て「決議」とする



議題②　会計進捗報告

12

2022/8/29 現在

特別支援学校 納入日 金　額 市町村教育委員会 納入日 金　額

1 名護特別支援学校 5/17 19,200 1 国頭村教育委員会 5/16 1,200

2 美咲特別支援学校 6/15 41,250 2 大宜味村教育委員会 5/25 1,200

3 大平特別支援学校 5/23 28,200 3 東村教育委員会 6/2 600

4 島尻特別支援学校 6/3 29,550 4 今帰仁村教育委員会 5/25 3,600

5 宮古特別支援学校 5/11 10,650 5 本部町教育委員会 5/19 4,200

6 八重山特別支援学校 5/31 8,850 6 名護市教育委員会 6/8 18,600

7 西崎特別支援学校 5/31 23,700 7 宜野座村教育委員会 5/19 2,400

8 沖縄高等特別支援学校 5/10 7,500 8 金武町教育委員会 5/30 4,800

9 はなさき支援学校 6/15 21,450 9 伊江村教育委員会 6/8 1,800

10 やえせ特別支援学校 5/17 1,800 10 伊平屋村教育委員会 5/12 600

11 中部農林高等支援学校 5/17 1,800 11 伊是名村教育委員会 5/31 1,200

12 陽明高等支援学校 5/10 3,450 12 恩納村教育委員会 5/25 4,800

13 南風原高等支援学校 5/23 3,600 13 うるま市教育委員会 5/23 36,000

14 那覇みらい支援学校 6/28 25,950 14 読谷村教育委員会 6/28 6,000

嘉手納町教育委員会

15 沖縄市教育委員会 5/26 33,000

16 北谷町教育委員会 5/19 7,200

17 宜野湾市教育委員会 6/15 22,800

北中城村教育委員会

18 中城村教育委員会 6/10 3,600

19 西原町教育委員会 5/19 6,000

那覇市教育委員会

20 浦添市教育委員会 5/16 19,200

21 久米島町教育委員会

22 南大東村教育委員会 該当学級なし 0

23 北大東村教育委員会 7/19 1,200

24 豊見城市教育委員会 5/18 11,400

25 糸満市教育委員会 6/28 18,000

26 南城市教育委員会 5/20 10,200

27 八重瀬町教育委員会 5/25 6,000

28 与那原町教育委員会 5/20 6,600

29 南風原町教育委員会 5/27 6,600

30 渡嘉敷村教育委員会 該当学級なし 0

31 座間味村教育委員会 該当学級なし 0

32 粟国村教育委員会 5/10 600

33 渡名喜村教育委員会 6/16 600

34 宮古島市教育委員会 6/3 17,400

35 多良間村教育委員会 5/19 1,200

36 石垣市教育委員会 6/28 16,200

37 竹富町教育委員会 5/27 3,000

38 与那国町教育委員会 5/26 600

令和4年度　沖特研　分担金納入状況　（№１）

学校毎納入（№２参照）

学校毎納入（№２参照）

学校毎納入（№２参照）



13

2022/8/29 現在

那覇市小学校 納入日 金　額 那覇市中学校 納入日 金　額

1 曙小学校 6/16 1,200 1 安岡中学校 8/29 1,800

2 安謝小学校 6/6 1,800 2 首里中学校 7/22 600

3 城東小学校 7/5 1,200 3 真和志中学校 6/23 600

4 城北小学校 8/4 1,650 4 石田中学校 6/9 1,200

5 城西小学校 6/10 600 5 松城中学校 7/22 600

6 城南小学校 5/16 600 6 那覇中学校 7/29 1,200

7 真嘉比小学校 7/29 600 7 上山中学校 5/13 600

8 泊小学校 5/9 1,200 8 神原中学校 5/20 1,200

9 大道小学校 5/11 1,200 9 寄宮中学校 6/30 1,200

10 松川小学校 7/5 1,200 10 古蔵中学校 6/3 1,200

11 識名小学校 6/10 1,200 11 小禄中学校 5/30 1,200

12 壺屋小学校 5/12 1,200 12 松島中学校 6/6 600

13 若狭小学校 6/3 600 13 城北中学校

14 天久小学校 14 　若夏分校 5/27 600

15 那覇小学校 5/27 1,800 15 鏡原中学校 5/23 1,200

16 神原小学校 5/31 1,200 16 仲井真中学校 6/14 600

17 真和志小学校 6/22 1,800 17 金城中学校 6/14 600

18 与儀小学校 5/9 1,200 18 石嶺中学校 6/30 1,800

19 城岳小学校 5/18 1,800

20 天妃小学校 5/17 1,800

21 開南小学校

22 小禄小学校 6/28 1,200

23 高良小学校 7/25 1,200 北中城村小中学校 納入日 金　額

24 宇栄原小学校 5/25 900 1 北中城小学校

25 松島小学校 5/20 1,200 2 島袋小学校

26 古蔵小学校 3 北中城中学校

27 大名小学校 8/9 600

28 上間小学校 8/29 1,200

29 石嶺小学校 6/27 1,200

30 仲井真小学校 5/30 1,200 嘉手納町小中学校 納入日 金　額

31 金城小学校 7/20 1,200 1 嘉手納小学校 6/21 1,200

32 小禄南小学校 7/8 1,800 2 屋良小学校 6/7 1,200

33 真地小学校 5/24 1,200 3 嘉手納中学校 5/24 1,200

34 さつき小学校 5/26 1,200

35 銘苅小学校 5/24 1,200

36 垣花小学校

5/20 3,000

令和4年度　沖特研　分担金納入状況　（№２）



議題③-1　次年度以降の研究会運営について

14

第1回

評議員会 総会 第2回


評議員会
分科会

関係者会 研究大会 第3回


評議員会

日程 5-6月頃 7月頃 10月頃 10-11月頃 11-12月頃 2月頃

議題

（定例）

•役員体制

•事業報告

•会計報告

•事業計画

•予算案

•研究大会

•役員体制

•事業報告

•会計報告

•事業計画

•予算案

•会計進捗

•研究大会

•研究大会

•会計進捗

•日程確認

分科会

打ち合わせ 開会行事

•大会報告

•反省

•事業報告

•会計報告

•事業計画

•予算案

議題

（その他）

•沖特研ニュ
ーノーマル

•九特連につ
いて

•九特連につ
いて

•分科会再編

•九特連につ
いて

•分科会再編

•引き継ぎに
ついて

研修・研究

事業 研修会 記念講演 研修会 研修会 記念講演


分科会 研修会

• 重複する議題はあるが、総会決議のため事前に評議員会での意見集約と議論が必要である

• 分担金の徴収方法を考えると、その都度、納入状況を確認する機会が必要である

• 分科会再編案など、運営の改善策について協議する機会が必要である

• 反省や意見を運営に反映させるため、研究大会後の評議員会も重要である

次年度以降も同様の設定で事業を計画する

● 評議員会そのほかについて

● 実施方法について

申し込み人数 参加者数 視聴回数

第1回評議員会 80 63

総会 80 103

第2回評議員会 80 50

分科会関係者会 82 99

研究大会 567 342

第3回評議員会 80 36

研修会オンデマンド 234

研究大会オンデマンド 1446

• 全体の参加者数も多く、離島・北部地区からも参加しやすい

• 旅費がかからず、移動の手間・時間も必要ない

• 各回の感想に「オンラインだからこそ参加しやすかった」という意見が多く寄せられた

• 他の業務で当日参加ができなくても、オンデマンドでは空いた時間で研修ができる

次年度以降もオンライン・オンデマンドを活用する

令和３年度の資料より

令和３年度の資料より
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連絡事項　研究大会に向けた今後のスケジュール

5月25日（水）


5月30日（月）


6月6日(月)


6月10日(金)


7月1日(金)


7月29日（金）


8月31日(水)


9月2日（金）


9月16日(金)


9月28日（水）


9月末


10月21日（金）


10月末


11月10日(木)・11日(金)


12月2日(金)


12月16日(金)


1月中


2月6日(月)

九特連第一回評議員会

※ 沖特研から会長、副会長、事務局が参加


第一回評議員会


研究大会一次案内の発送・公開


九特連総会（誌面開催）

 ※ 沖特研会員も対象、後日メールおよびHPにて案内


提案者の氏名報告〆切

分科会係の氏名報告〆切

 ※ 順次、本人および所属長宛てに依頼文を発送


令和４年度 総会


研究大会二次案内の発送・公開


第二回評議員会 （本日）


提案者の原稿〆切


分科会関係者会（九特連と合同）


大会要項（提案者報告書など）の公開


九特連 第二回評議員会

 ※ 沖特研から会長、副会長、事務局が参加


事前質問の受け付け〆切


第56回九特連研究大会〈沖縄大会〉


研究大会オンデマンド配信の開始（〜3月31日まで）


分科会の記録〆切


大会集録の編集・製本


大会集録の配布・公開

!"#$%&

!"#$%&
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出席確認およびアンケート

　以下のQRコードまたはURLからご回答下さい。回答は５

分程度で完了します。ご協力をお願いいたします。なおここ

で集めた情報は、本研究会の運営以外の目的では一切使用い

たしません。また頂戴した回答については、後日集約して大

会ホームページにて公開いたします。

https://bit.ly/3pV5nDe
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